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がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

２

[ 平成 27 年与謝野町消防団出初式 ]

　
「
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」
が
１

月
11
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
知
遊
館

一
帯
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
と
消
防

関
係
者
ら
お
よ
そ
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、澤さ

わ

田だ

尚な
お

登と

団
長
が
「『
火

災
ゼ
ロ
の
ま
ち
・
与
謝
野
町
』
を
目
指

し
て
、
徹
底
し
た
予
防
消
防
を
一
層
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
や
自
然
災
害
に

常
に
備
え
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、『
わ
が
町
は
我
々
が
守
る
ん
だ
』

と
い
う
精
神
で
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
団
員
た
ち
に
訓
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、山や

ま
ぞ
え
と
う
ま

添
藤
真
町
長
か
ら
は
「『
め

ざ
そ
う
火
災
ゼ
ロ
の
町
』
を
合
言
葉
に
、

全
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
消
防
団
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
功
労
者
や
優
良
団
員
に
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
退
職
消
防
団
員
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
団
員
ら
は
恒
例

の
「
分
列
行
進
」
と
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
一
帯
で
、「
一
斉
放
水
」
を
披

露
し
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
を
と
お
し
て
団
員
た
ち
は
今

年
一
年
間
の
安
心
と
安
全
の
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

■
与
謝
野
町
消
防
団
は
、

　
「
め
ざ
そ
う
火
災
ゼ
ロ

の
町
」
を
合
言
葉
に

　
今
年
も
頑
張
り
ま
す

○
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

小こ

西に
し　
順

じ
ゅ
ん

弥や

（
加
悦
①
／
班
長
）

後ご

藤と
う　

周
し
ゅ
う

作さ
く

（
加
悦
①
／
班
長
）

小お

田だ　
俊と

し

規き

（
加
悦
②
／
班
長
）

糸い
と

井い　
康や

す

行ゆ
き

（
岩
滝
③
／
班
長
）

矢や

野の　
敦あ

つ

史し

（
岩
滝
③
／
班
長
）

髙た
か

岡お
か　
克か

つ

嘉よ
し

（
岩
滝
④
／
班
長
）

中な
か

島じ
ま　
健た

け

徳の
り

（
野
田
川
①
／
班
長
）

大お
お

上が
み　
雄ゆ

う

一い
ち

（
野
田
川
①
／
班
長
）

堀ほ
り

江え　
　
健た

け
し（

野
田
川
③
／
班
長
）

武た
け

内う
ち　

健け
ん

二じ

（
野
田
川
④
／
班
長
）

糸い
と

井い　
康や

す

博ひ
ろ

（
野
田
川
④
／
班
長
）

※
括
弧
内
は
方
面
隊
・
分
団
名
・
役
職
名

○
消
防
庁
長
官
退
職
２
号
報
償

石い
し

本も
と　

修
し
ゅ
う

一い
ち　

　
浪な

み

江え　
宗む

ね

弘ひ
ろ

小こ

柴し
ば　

貴た
か

也な
り　

　
小お

谷だ
に　

知と
も

也や

藤ふ
じ

田た　
正ま

さ

利と
し　
　
白し

ら

数す　
和か

ず

巳み

堀ほ
り

口ぐ
ち　
義よ

し

雄お　
　
小こ

室む
ろ　
満み

つ

晃あ
き

髙た
か

岡お
か　
隆た

か

広ひ
ろ　
　
西に

し

原は
ら　
　
誠

ま
こ
と

芝し
ば

井い　
一か

ず

匡ま
さ　
　
大お

お

平ひ
ら　
義よ

し

隆た
か

森も
り

垣が
き　
英ひ

で

雄お　
　
落お

ち

合あ
い　
久ひ

さ

志し

細ほ
そ

井い　
健け

ん

二じ　
　
大お

お

江え　
　
聡

さ
と
し

髙た
か

岡お
か　
重し

げ

隆た
か　
　
糸い

と

井い　
　
衛

ま
も
る

中な
か

澤ざ
わ　
将ま

さ

史し　
　
川か

わ

島し
ま　
康や

す

朗お

福ふ
く

井い　
秀ひ

で

樹き　
　
小こ

松ま
つ　

延の
ぶ

行ゆ
き

○
京
都
府
知
事
退
職
報
償

藤ふ
じ

田た　
晃あ

き

弘ひ
ろ　
　
鳥と

り

垣が
き　
尚な

お

子こ

大お
お

江え　
竹た

け

弘ひ
ろ　
　
吉よ

し

田だ　
　
司

つ
か
さ

○
京
都
府
消
防
協
会
功
績
章

田た

中な
か　

　
譲ゆ

ず
る（

本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

足あ

立だ
ち　
徹て

つ

生お

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

村む
ら

島し
ま　
政ま

さ

博ひ
ろ

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

小こ

室む
ろ　

滋し
げ

巳み

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

小こ

牧ま
き　
鉄て

つ

昭あ
き

（
加
悦
①
／
分
団
長
）

井い

﨑ざ
き　
和か

ず

彦ひ
こ

（
加
悦
③
／
分
団
長
）

川か
わ

邊べ　
　
真ま

こ
と（

岩
滝
②
／
分
団
長
）

荻お
ぎ

野の　
貴た

か

史し

（
岩
滝
③
／
分
団
長
）

有あ
り

吉よ
し　
哲て

つ

也や

（
野
田
川
②
／
分
団
長
）

○
両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

杉す
ぎ

本も
と　
和か

ず

彦ひ
こ

（
加
悦
①
／
部
長
）

大お
お

西に
し　
　
弘ひ

ろ
し（

加
悦
②
／
部
長
）

糸い
と

井い　
宏こ

う

輔す
け

（
岩
滝
③
／
部
長
）

秋あ
き

田た　
　
誠ま

こ
と（

野
田
川
①
／
部
長
）

小こ

西に
し　
哲て

つ

夫お

（
野
田
川
③
／
部
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

谷た
に

垣が
き　
吉よ

し

信の
ぶ

（
加
悦
①
／
班
長
）

岡お
か

田だ　
吉よ

し

紀の
り

（
岩
滝
②
／
班
長
）

牛う
し

田だ　
竹た

け

史し

（
野
田
川
④
／
班
長
）

一年間の
安心 ･ 安全を誓う

■表彰者の皆さん（一部抜粋・敬称略）

①②

⑥

⑤
④

フォトギャラリー
出初式

①ラッパ隊による息の合っ

た演奏

②表彰を受ける消防団員

③・⑥恒例の分列行進を披

露

④放水の様子を見守る子ど

もたち

⑤放水をする消防団員

⑦車両の前で ｢ 敬礼！」

　与謝小学校の児童たち

③④⑤

⑦
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新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
平

成
27
年
与
謝
野
町
成
人

式
」
が
１
月
11
日
、
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
２
８
３
人
で
、
こ
の
日

は
振
り
袖
や
羽
織
袴
な
ど
に
身
を

包
ん
だ
２
３
３
人
が
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
旧
友
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
新
成
人

た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
添
藤
真
町
長
が

「
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持

ち
、若
者
ら
し
く
、何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
大
い
に
発
揮
さ

れ
、
自
ら
の
力
で
、
自
ら
の
道
を

① 久しぶりの再会を喜ぶ

　新成人

②・④友達と記念写真

③ 新成人を代表して記念

　品を受け取る一色さん

⑤ お揃いのポーズで記念

　写真

⑥ 仲のいいみんなと肩を

　組んで盛り上がる

⑦ 会場の外で集合写真を

　撮る皆さん

⑧ 当日は 233 人の出席者

　がありました

二十歳の決意・夢

●郷土への誇りを胸に

平成 27 年 与謝野町成人式
283 人の新たな門出を祝う

切
り
開
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
し
、
皆
さ
ん
に

は
そ
れ
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
か
ら

も
は
な
む
け
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、記
念
品
の「
台

付
ふ
く
さ
」
が
、
町
長
か
ら
新
成

人
代
表
の
一い

っ
色し
き
恭た
だ
志し

さ
ん（
東
町
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
⻆か

ど
野の

誠せ
い
也や

さ
ん
（
金

屋
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、「
本

日
は
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
ば
か
り
の
私
た
ち
で
す

が
、与
謝
野
町
の
担
い
手
と
し
て
、

役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を

込
め
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

フォトギャラリー
成人式

与謝野町成人式与謝野町成人式

新成人を代表して⻆野誠也さんが

謝辞を読み上げました

③

①

②④

⑤

⑥

⑦

⑧



お人形の魅力   雛人形や武者人形といった美しい日本人形から、子どもたちに欠かせない存在である
ぬいぐるみまで、昔ながらの風習や人々の大切な願いや思いを受けながら、私たちの生
活に寄り添ってきたお人形。そんな彼らに秘められた物語をひも解いてみませんか。

A L T リレーコラム  ［ 第 45 回  パンケーキ・デイ  by サイモン・グリフィン］  COLUMN　 図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時（分室のみ：平日 13:00 ～ 14:00 休館）
●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『ぼくのなまえはイラナイヨ』 
ミック = インクペン・角野栄子／小学館　 
長い間屋根裏に忘れられ、引越しでついに
捨てられてしまったボロボロのぬいぐるみ。
自分の形も名前も忘れてしまった彼は元の
姿に戻るため旅に出ます。彼の本当の姿が
分かる時に、人とぬいぐるみの温かい絆が
蘇ります。

『こけし（乙女の玉手箱シリーズ）』
やまもとゆみ／グラフィック社　 
主に東北で作られてきたこけし。地域や作
り手によって異なる素朴な木の人形の魅力
を、カラフルで可愛い写真とともに ‘乙女’
の視点で紹介した１冊。さまざまなこけし
はもちろん、こけしをモチーフにした雑貨
や、こけしをめぐる旅なども収録。

『いたずら人形チョロップ』
たかどのほうこ／ポプラ社　  

いたずら好きのおばあさんが作ったかわい
い人形チョロップ。バザーで売れ残り、貰
われた先は、家族みんながとても気難しい
キムヅカさんの家。チョロップは、飼い犬
のシロと組んで次々といたずらを仕掛ける
のですが ･･･。

『仏果を得ず』 
三浦しをん／双葉社

人形・太夫・三味線が一体となって物語を
つむぐ文楽。その若手太夫の主人公が、人
間国宝である師匠、腕は良いが変わり者の
三味線引きなど個性的な面々に囲まれなが
ら、江戸から続く伝統芸能の道を突き進ん
でいきます。

　 一般書 ●『「花燃ゆ」が 100 倍楽しくなる杉文
と楫取素彦の生涯』大野富次／宝島社　●『「い
い人」をやめると病気にならない』帯津良一／Ｓ

Ｂクリエイティブ　●『50 からの老いない部屋づ
　 くり』部屋を考える会／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　●『我が
家にミツバチがやって来た』久志冨士男／高文研　●『花１本
から始めるはじめてのフラワーアレンジ』小松弘典／講談社
●『起き姫』杉本章子／文藝春秋　●『峠しぐれ』葉室麟／双
葉社　●『未闘病記』笙野頼子／講談社　
 　　　　●『都道府県がわかる』藤子・Ｆ・不二雄／小学館　
●『被災犬「じゃがいも」の挑戦』山口常夫／岩崎書店　●『農
家になろう 全５巻』農文協／農山漁村文化協会　●『キャベた
またんていきょうふのおばけやしき』三田村信行／金の星社
●『そうだ、おてがみかこう』なりゆきわかこ／ポプラ社　●『読
書マラソン、チャンピオンはだれ？』クラウディア・ミルズ／
文溪堂　●『あなぐまアパート』あんびるやすこ／鈴木出版　

児童書

今月の
新着図書

●蔵書点検のための臨時休館のお知らせ
  図書館（全館）は蔵書点検のため、下記のとおり臨
時休館します。休館中はご不便をおかけしますが、ご
理解ご協力の程よろしくおねがいします。

【休館期間】　
加悦分室・野田川分室　２月 12 日（木）～ 13 日（金）
本館　　　　　　　　 ２月 17 日（火）～ 20 日（金）
　

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　　　３月 ７日（土）　午後 3 時～
＜加悦分室＞　　２月 14 日（土）　午前 10 時 30 分～
＜野田川分室＞　芝居を楽しむ会　
　　　　　　　　２月 21 日（土）　午前 10 時 30 分～

『うちはお人形の修理屋さん』 
ヨナ = ゼルディス = マクドノー・杉浦さやか／徳間書店 
ニューヨークに暮らすアナのパパは、壊れ
たお人形を直す小さなお店をひらいていま
した。でも、ヨーロッパで大きな戦争が始
まったせいで、ドイツから修理に必要な部
品が届かなくなりました。困ったパパを助
けるため、アナは身近にあるものでお人形
を作ることを思いつきます。

『人形大使 もうひとつの日米現代史』
高岡美知子／日経 BP 社　  

1927 年、当時関係が悪化しつつあったア
メリカへ、各県の名を冠した日本人形たち
が友好の願いを込めた手紙とパスポートを
携えて「大使」として旅立ちます。しかし
願いはかなわず、戦争は勃発、全米に散ら
ばった人形の行方を 70 年後に追ったノン
フィクション。

は 40 日間砂漠を歩き、その間断食
したとされています。この時、イエ
スの前に３回悪魔が現れて信仰を捨
てさせようなどと誘惑してきました
が３回ともイエスは拒絶しました。
この苦難の 40 日間は「レント」ま
たは「四

し
旬

じゅん
節
せつ

」と呼ばれます。
 「四旬節」は復活祭の 46 日前（日

曜日を除くと 40 日）の水曜日から
復活祭の前日までの期間であり、昔
からキリスト教徒にとっては大切な
行事です。この期間は、イエスの苦
しみや犠牲についてじっくり考えな

はフランス語で「パンケーキ」のことですが、英語で「ク
レープ」というと、作り方や材料が少し違うので「パンケー
キ」と同じものではありません。英語を分かっている人で
も、「パンケーキ」、「ホットケーキ」と「クレープ」の違
いはちょっと分かりにくいです。
 皆さんも今月の 17 日は家族と一緒にパンケーキを楽し

みましょう !

今 月 17 日、イギリスでは「パンケーキ・デイ」と
呼ばれる特別な行事があります！これは、家族と

一緒にパンケーキを食べることを楽しむ日です。今月は皆
さんに「パンケーキ・デイ」について紹介したいと思います。
 なぜイギリスで「パンケーキ・デイ」を祝うのかを知る

には、まず「荒野の誘惑」と呼ばれる出来事について理解
しなければなりません。新約聖書では、イエス・キリスト

パンケーキを作る準備はＯＫです！

がら、自分のことについて反省します。イエスの謙虚さを
理解するために、この 40 日間キリスト教徒は、豪勢な食
事をとることや、高価な服を着たりすることを避けます。
昔は四旬節が始まる前に家にあるバター、油、砂糖などを
使い切らなければならなかったため、この材料を使ってパ
ンケーキを作りました。このため、毎年四旬節が始まる前
日のことを「パンケーキ・デイ」と呼び始めたそうです。

 「パンケーキ・デイ」はキリスト教に関係する行事ですが、
近年、イギリスではキリスト教徒以外の人もこれを祝いま
す。たとえば、私の家族は全員が無宗教ですが、必ず毎年

「パンケーキ・デイ」を楽しみます。
 イギリスの伝統的なパンケーキの食べ方はレモンジュー

スと砂糖をかけるものです。これは私のお気に入りの食べ
方でもあります。アイスクリーム、果物、生クリームなど

も人気があります。イギリスでは大
抵パンケーキを折りたたまずに食べ
ます。
 ちなみに、パンケーキのことを日

本では「ホットケーキ」と呼びます
が、これは和製英語です。英語では
いつでも「パンケーキ」と呼びます。
なお、イギリスのパンケーキとアメ
リカのパンケーキは違います。アメ
リカの方は日本のホットケーキのよ
うに、厚くて、茶色いです。イギリ
スの方は、黄色で、薄くて、クレー
プのようなものです。「クレープ」

時の贈り物 ［ 第 77 回　神宮寺境内の芭蕉句碑］ 

藩
の
御
用
紺
屋
白
杉
家
の
下

絵
職
人
を
経
て
京
都
に
出

て
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

と
交
流
の

あ
っ
た
三み

浦う
ら

樗ち
ょ

良ら

に
俳
諧
を

学
び
ま
し
た
。
蕪
村
の
影
響

を
思
わ
せ
る
俳
画
を
多
く
描

い
た
こ
と
か
ら
「
丹た

ん

後ご

蕪ぶ

村そ
ん

」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

  

蕪
村
が
芭
蕉
を
敬
愛
し
た

よ
う
に
甫
尺
も
ま
た
芭
蕉
に

傾
倒
し
、「
奥
の
細
道
」
の

旅
を
辿
っ
て
各
地
を
歩
き
ま

し
た
。
芭
蕉
が
か
つ
て
訪
れ

た
土
地
を
題
材
に
、
芭
蕉
の

句
を
下
敷
き
に
し
た
俳
画
な

ど
を
残
し
て
い
ま
す
。

 

晩
年
の
甫
尺
は
宮
津
に

戻
っ
て
丹
後
の
俳
人
た
ち
と

深
く
関
わ
り
、
芭
蕉
の
顕
彰

に
つ
と
め
ま
し
た
。
神
宮
寺

の
句
碑
は
そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
芭
蕉
俳
句
の
普
遍

性
を
広
く
伝
え
る
べ
く
建
て

ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

  （
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

石
川
の
神
宮
寺
境
内
に

は
、
松ま

つ
尾お

芭ば

蕉し
ょ
うの
早

春
の
一
句
を
刻
ん
だ
句
碑
が

残
っ
て
い
ま
す
。

春
も
や
や
気け

し
き
と
と
の
ふ

  

月つ
き
と
梅う
め

　        

　 

芭
蕉

                    

甫
尺
拝
書

  

厳
し
い
冬
が
終
わ
り
、
空

に
は
月
が
朧お

ぼ
ろに

霞
み
、
地
上

で
は
梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
、

よ
う
や
く
春
の
気
配
が
た
だ

よ
い
始
め
た
よ
う
だ
、
と
春

の
到
来
を
喜
ぶ
句
で
す
。

  

芭
蕉
が
丹
後
を
訪
れ
た
か

は
は
っ
き
り
せ
ず
、
元
禄
六

年(

１
９
６
３)

に
詠
ま
れ

た
こ
の
句
も
当
地
を
題
材
に

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
同
じ
句
を
刻
ん
だ

句
碑
は
全
国
各
所
に
50
基
以

上
存
在
し
て
お
り
、
地
域
を

限
定
し
な
い
普
遍
的
な
一
句

と
い
え
ま
す
。

 

「
甫
尺
拝
書
」
の
添
書
き

に
あ
る
よ
う
に
、
句
碑
の
筆

跡
は
建
立
者
で
あ
る
江
戸
時

代
中
期
の
丹
後
俳
人
・
甫ほ

尺せ
き

(

生
年
不
明
～
１
８
０
４)

に
よ
る
も
の
で
す
。

  

母
親
が
岩
屋
の
出
身
で
宮

津
に
生
ま
れ
た
甫
尺
は
若
く

し
て
画
才
を
発
揮
し
、
宮
津

芭蕉句碑（神宮寺境内）
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膀
胱
炎
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
尿
を
た
め
る
臓
器
「
膀
胱
」
の
粘
膜
に
炎
症
が
起
こ
る

病
気
で
す
。
男
性
よ
り
女
性
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
で
す
。

　
放
っ
て
お
く
と
、
辛
い
痛
み
や
高
熱
、
さ
ら
に
は
腎
盂
腎
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
膀
胱
炎
の
症
状
を
把
握
し
、
早
目
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健やか広場　　膀胱炎の話

広告

つ
く
し
句
会

雪
の
日
暮
や
電
柱
も

　
　
樹
の
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
康
弘

【
開
催
日
】

毎
月　
第
４
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時
45
分

【
場   

所
】

知
遊
館

【
代   

表
】

白
数
康
弘

【
連
絡
先
】

白
数
宏
子　

☎
４
６
・３
８
１
９

　
膀
胱
炎
は
、
圧
倒
的
に
女
性
に
多
い
病
気

で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
の
体
の
構
造
が
関
係

し
て
お
り
、
尿
道
が
男
性
に
比
べ
短
く
、
ま

た
、
細
菌
の
い
る
膣
や
肛
門
、
尿
道
が
近
く

に
あ
り
、
外
部
か
ら
の
細
菌
が
入
り
や
す
い

こ
と
が
原
因
で
す
。

広告　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

■デジアナ変換放送終了予定日
　３月３日（火）終了
■問い合わせ先　
　加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378

 
症　
状

　
特
徴
的
な
症
状
は
、「
頻
尿
」「
痛
み
」で
す
。

具
体
的
に
は
、
ト
イ
レ
に
い
っ
た
ば
か
り
な

の
に
、
ま
た
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
。

ま
だ
尿
が
残
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
尿
の

終
わ
り
に
痛
み
が
あ
る
。
尿
意
を
感
じ
１
日

10
回
以
上
ト
イ
レ
に
行
く
が
、
す
っ
き
り
し

な
い
。
尿
が
白
く
濁
っ
た
り
、
血
が
混
じ
る

こ
と
が
あ
る
な
ど
。

　

膀
胱
の
痛
み
で
よ
く
言
わ
れ
る
の
が

「
つ
ー
ん
と
し
た
し
み
る
よ
う
な
痛
み
」
の

よ
う
で
す
。

 

原　
因

　
膀
胱
炎
の
ほ
と
ん
ど
が
、
細
菌
感
染
で
す
。

ブ
ド
ウ
球
菌
や
大
腸
菌
、
セ
ラ
チ
ア
菌
、
プ

ロ
テ
ウ
ス
、
肺
炎
桿
菌
、
腸
球
菌
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
大
腸
菌
が
原

因
菌
の
80
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
膀
胱
の
粘
膜
に
は
細
菌
に
対
す

る
防
護
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ト
イ
レ

を
長
時
間
我
慢
し
て
、
膀
胱
が
伸
び
き
っ
た

り
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
冷
え
た
り
す
る
と

膀
胱
内
の
血
流
量
が
減
り
防
御
機
能
が
弱
く

な
っ
た
り
、
さ
ら
に
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど

で
、
免
疫
力
が
落
ち
る
こ
と
で
発
症
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

 

治　
療

①
抗
菌
薬
の
内
服

　
ほ
と
ん
ど
の
膀
胱
炎
が
細
菌
感
染
症
な
の

で
、
抗
菌
薬
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
経
口
抗
菌

薬
を
３
日
間
ほ
ど
服
用
し
ま
す
が
、
内
服
を

開
始
し
て
１
日
程
度
で
、
症
状
は
劇
的
に
改

善
し
ま
す
。

②
水
分
を
十
分
に
摂
取

　
頻
尿
や
排
尿
痛
の
た
め
排
尿
を
嫌
が
り
、

水
分
を
摂
ら
な
い
方
が
い
ま
す
が
、
膀
胱
内

の
細
菌
を
洗
い
流
す
た
め
に
尿
量
を
増
や
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

３
つ
の
予
防
策
が
あ
り
ま
す

１
つ
目
は

　
「
菌
を
入
れ
な
い
」

　
特
に
女
性
は
、
排
便
後
、
前
か
ら
後
に
拭

く
よ
う
に
、
ま
た
、
お
り
も
の
シ
ー
ト
や
生

理
用
ナ
プ
キ
ン
は
こ
ま
め
に
替
え
ま
し
ょ
う
。

２
つ
目
は

　
「
菌
を
増
や
さ
な
い
」

　
膀
胱
に
貯
ま
っ
て
い
る
尿
は
菌
が
い
ま
す
。

ト
イ
レ
を
我
慢
せ
ず
、
尿
意
が
な
く
て
も
３

～
４
時
間
ご
と
に
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を
つ

け
、
膀
胱
内
の
細
菌
を
早
い
目
に
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
排
尿
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
た
め
に
も
水
分
を
多
め
に
摂
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
目
は

　
「
体
の
抵
抗
力
を
落
と
さ
な
い
」

　
膀
胱
炎
だ
け
で
な
く
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
ス
ト
レ
ス
や
過
労
な
ど
は
避
け
、
規
則

正
し
い
生
活
習
慣
を
保
つ
こ
と
、
ま
た
、
冷

え
性
な
ど
、
下
半
身
が
冷
え
る
こ
と
で
、
膀

胱
や
膀
胱
の
周
囲
の
機
能
が
鈍
く
な
っ
た
り
、

膀
胱
の
粘
膜
が
32
℃
以
下
に
な
る
と
細
菌
が

繁
殖
し
や
す
く
、
感
染
し
や
す
い
環
境
に
な

り
ま
す
。
体
を
冷
や
さ
な
い
、
な
る
べ
く
お

な
か
を
温
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
膀
胱
炎
の
予
防
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
早
目
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。 

男
性
の
構
造尿道（15 ｃｍ）
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前立線

肛門

女
性
の
構
造外尿道括約筋

（骨盤底筋群）尿道（４cm）

恥骨 膀胱 直腸

膣

まちの 話題 お届けします

●三河内幼稚園作品展

テーマは「おまつり」
　12 月 13 日～ 15 日の 3 日間、三河内幼稚園で毎年
恒例となっている作品展が行われました。
　今年のテーマは「おまつり」。園児たちは手作りの
屋台、神楽を作り、屋台巡行・神楽の舞を披露し、三
河内曳山祭を再現しました。
　また、園児たちは、「子ども縁日」として店員を演じ、
訪れたお父さん・お母さん・兄弟などを元気いっぱい
に呼び込んでいました。
　さまざまな催しを元気いっぱい行い、幼稚園のホー
ルを賑わせていました。

神
楽
の
舞
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
行
い
、

太
鼓
で
も
盛
り
上
げ
る
園
児
た
ち

地
元
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た

●海の京都　第 11 回　京都地域力ビジネス応援カフェ in 丹後

地域の魅力・個性を発信！
  12 月 17 日、リフレかやの里で、府の地域ビジネス
課主催で、地域の魅力発信を考える「京都地域力ビジ
ネス応援カフェ in 丹後」が行われました。　
　参加者が地元地域の個性・魅力がつまった食品を紹
介する『「食」の京都ちーびずセレクション大試食懇
談会』が開かれました。試食後は、京都ち－びずセレ
クションとして、出品された食品をそれぞれ将来性・
地域性・個性、創意工夫などを採点し合いました。
　後半には、地元住民がガイドする「ちーたび」につ
いての発表があり、「野田川のサケに出会うちーたび」
など活動報告が行われ、「ツアー参加者からは好評の
声を多数いただいている」と話しました。
　その後、参加者たちも「ちーたび」のプランを考え、
さまざまなツアー企画が考えられるなど、盛り上がり
を見せました。

●講演「発達やコミュニケーションなどの特性」

みんな「特徴」を持っている
　桑飼小学校３年生から６年生の児童を対象に、京府立
医科大学附属北部医療センターの諸

もろ
戸
と

雅
まさ

治
はる

氏による講演
が行われました。
　テーマを「発達やコミュニケーションなどの特性」と
題し、ひとが誰でも持っている特徴・個性について講演。

「思ったことをすぐに言葉にする、行動にする」など身
近な事例を挙げ、分かりやすく児童へ説明しました。
　講演を聞き終えた児童からは、「人それぞれ個性・特
徴があることが分かり、自分や普段の生活を振り返るこ
とができた。見方を変えようと思った」といった感想が
聞かれるなど、理解を深めたようでした。

諸
戸
先
生
の
お
話
を
熱
心
に
聞
く

桑
飼
小
学
校
児
童
た
ち

●清酒「与謝野機神」発表と SOFIX 研修会

新たな 6 次産業化を目指す取り組み
　１月28日、立命館大学生命科学部久保研究室と株式
会社小西酒造、与謝野町の3者で商農工連携のビジネスモ
デル創出を目的に商品化された清酒「与謝野機神」の発表
と土壌肥沃度診断（SOFIX）研修会が元気館で開催されまし

丹後ちりめんからネーミン

グとラベルデザインがされ

ており、香り高くすっきり

とした味わいの仕上がりと

いう。2 月 6 日発売。

ご注文は、小西酒造㈱ホー

ムページまたは、☎ 072-
773-0524　FAX：072-773-

1165 へ。

た。土壌肥沃度診断（SOFIX）と
は、立命館大学の久保幹教授が
開発した生物的指標に基づく土
壌診断と「土づくり」の処方箋の
ための技術です。
　研修会には 60 名を超える農
業者が参加し、活発な意見交換
が行われる等、関心の高さがう
かがえました。与謝野町では今
後、「京の豆っこ米」の栽培に
も土壌肥沃度診断（SOFIX）の活
用が期待されます。

左
か
ら
立
命
館
大
学
生
命
科
学
部
久

保
教
授
、
山
添
町
長
、
株
式
会
社
小

西
酒
造
辻
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
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男 女 共 同 参 画

シリーズ 81

　平成 27 年４月１日から指定管理者制度が導入される施設の指定管理者が、
平成 26 年 12 月 19 日に開催された議会の議決を受けて、正式に指定され
ましたのでお知らせします。今回の指定結果は、下表のとおりです。

公の施設の指定管理者の指定について（平成 27 年度）

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間
与謝野町立
阿蘇霊照苑 住民環境課 株式会社セレモニー

まつだ
平成 27 年４月１日

～平成 32 年３月 31 日

●平成 27 年度指定施設（１施設）

地
方
教
育
行
政
功
労
者

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、

京
都
府
教
育
功
労
者
表
彰

垣
中 

均 

さ
ん

　
垣か

き
中な
か

均ひ
と
しさ

ん
（
京
丹
後
市
弥
栄

町
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
地
方

教
育
行
政
功
労
者
表
彰
、
ま
た
京

　「ふるさと就職フェア in 丹後」が開催されます。参加費・申し込みは必要ありません。
日時・場所　３月７日（土）午後 12 時 30 分～４時（受付正午～）アグリセンター大宮
対　　象　○一般求職者、Ｕ・Ｉターン希望者、学卒未就職者
　　　　　○平成 27 年３月大学・短大等卒業予定の学生
　　　　　○平成 28 年３月大学・短大等卒業予定の学生（説明・相談のみとなります）
内　　容　●午後 12 時 30 分～１時　事前セミナー「ここがポイント ! 企業の回り方」
               ●午後１時～２時　企業ＰＲコーナー
　　　　 ●午後１時 30 分～４時　就職面接会、事業所の紹介、求人内容の相談、面
　　　　　　接相談コーナー、就職相談、Ｕ・Ｉターン相談、福祉業界就職相談など　
　　　　　※就学前のお子様をお預かりする「キッズコーナー」も完備
参加事業所　丹後地域 30 事業所（予定）
主　　催　京丹後市・ハローワーク、京都府
後　　援　宮津市・伊根町・与謝野町
問い合わせ先　京丹後市商工観光部商工振興課　☎ 0772 － 69 － 0440
　　　　　ハローワーク峰山　☎ 0772 － 62 － 8609
　　　　　北京都ジョブパーク　☎ 0773 － 22 － 3815　

「ふるさと就職フェア in 丹後」の参加者募集

路線 年度 乗車人員（人） 対前年同期比 運輸収入（千円） 対前年同期比

与謝線
Ｈ 24 14,255 - 3,851 -
Ｈ 25 19,594 137.5% 3,296 85.6%

福知山線
Ｈ 24 27,307 - 10,822 -
Ｈ 25 27,705 101.5% 8,959 82.8%

伊根線
Ｈ 24 68,819 - 23,567 -
Ｈ 25 128,264 186.4% 20,899 88.7%

経ヶ岬線
Ｈ 24 24,195 - 11,494 -
Ｈ 25 34,250 141.6% 8,335 72.5%

蒲入線
Ｈ 24 39,086 - 17,200 -
Ｈ 25 41,647 106.6% 8,707 50.6%

５路線計
（目標設定の路線）

Ｈ 24 173,662 - 66,934 -
Ｈ 25 251,460 144.8% 50,196 75.0%

路線 年度 乗車人員 対前年同期比 運輸収入 対前年同期比

病院線
Ｈ 24 24,594 - 4,689 -
Ｈ 25 30,340 123.4% 5,058 107.9%

６路線計
Ｈ 24 198,256 - 71,623 -
Ｈ 25 281,800 142.1% 55,254 77.1%

■路線別実績（５路線）

■路線別実績（病院線含む）

■Ｈ 24
■Ｈ 25

■Ｈ 24
■Ｈ 25

※年度のH24は平成24年10月1日～平成25年9月30日まで。H25は平成25年10月1日～平成26年9月30日の期間を示します。

遺
族
援
護
事
業

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

江
原 

英
樹 

さ
ん

　
江え

原ば
ら
英ひ
で
樹き

さ
ん
（
三
河
内
）
が

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
遺
族
援
護
事

業
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
多
年
に
わ
た
っ
て
戦
傷
病

に
推
進
し
、
ま
た
、
遺
児
の
立
場

か
ら
も
相
談
員
と
し
て
遺
族
の
相

談
に
も
進
ん
で
参
画
、
与
謝
郡
遺

族
連
合
会
長
、
ま
た
、
京
都
府
遺

族
会
理
事
、
遺
族
会
女
性
部
の
強

化
と
遺
児
会
員
の
増
強
等
、
組
織

の
強
化
・
改
善
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

者
、
戦
没
者
遺
族
等
の
援
護
に
関

す
る
事
業
に
携
わ
り
、
功
績
が
顕

著
な
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

　
江
原
さ
ん
は
昭
和
63
年
か
ら
三

河
内
遺
族
会
理
事
と
し
て
、
長
年

支
部
の
遺
族
会
諸
事
業
を
積
極
的

平
成
26
年
６
月
末
の
退
任
ま
で
約

13
年
の
長
き
に
わ
た
り
町
教
育
行

政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
社
会
体

育
や
地
域
文
化
な
ど
の
社
会
教
育

の
推
進
に
も
尽
力
さ
れ
た
功
績
を

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

都
府
か
ら
、
教
育
功
労
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
垣
中
さ
ん
は
、
近
隣
の
高
等
学

校
長
を
歴
任
後
、
平
成
13
年
４
月

に
旧
野
田
川
町
教
育
委
員
会
教
育

長
に
就
任
、
合
併
後
は
与
謝
野
町

教
育
委
員
会
の
教
育
長
と
し
て
、

功績・功労をたたえて
公共交通 TOPICS
200 円バスの 1 年間の実績をお知らせします

問 企画財政課 ☎ 46-3084

　
平
成
25
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た「
宮
津・与
謝
エ
リ
ア
上
限
２
０
０

円
バ
ス
」に
つ
い
て
、
平
成
26
年
９

月
ま
で
の
１
年
間
の
実
績
を
ま
と
め

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
の
乗
車
人
員
は

25
万
１
４
６
０
人
で
、
前
年
同
期
よ

り
７
万
７
７
９
８
人
増
の
１
・
45
倍
と

な
り
、
お
お
む
ね
好
調
で
し
た
。
２

年
間
の
目
標
と
し
て
対
平
成
23
年
同

期
比
１・
５
倍
を
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
期
実
績
は
１
・
49
倍
と
ほ
ぼ

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運

賃
収
入
は
、
上
限
２
０
０
円
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
１
６
７
３
万
８
０
０
０

円
減
の
０
・
75
倍
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　
引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
利
用
増
に

向
け
て
、
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
地
域
の
路
線
維
持
の

た
め
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

路線別乗車人数（人） 路線別運賃収入（千円）
140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
与謝線 福知山線 伊根線 経ヶ岬線 蒲入線 病院線 与謝線 福知山線 伊根線 経ヶ岬線 蒲入線 病院線

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

平成 25 年 10 月に行われた上限 200 円バ

ス出発式の様子



お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

まちのうごき
平成 26 年 12 月末現在

人　口 23,327 人（ー 22）

　男　 11,103 人（ ー 10）

　女　 12,214 人（ー 12）

世帯数 9,157 戸（ー  3）
※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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ボックスの扉

を開いて、天

ぷら油を入れ

たペットボト

ルをそのまま

置いてくださ

い。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、12 月 16 日から 1 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

12/25 上山田中学校線側溝改良
（その１）工事 上山田 ４者 安井瓦工業 1,356 1,169 1,169 86.2 H27/1/7

～２/27

12/25 鞭谷川バイパス水路
（その１）工事 石川 ５者 安田建設㈱ 28,362 24,699 24,699 87.0 H27/1/9

～３/31

12/25 統合簡水加悦上水道温江配水管
布設（その３）工事 温江 ７者 ㈱杉建 12,295 10,769 10,769 87.5 H27/1/9

～３/25

12/25 弓木公園公衆便所水洗化等
改修工事 岩滝 ２者 ㈱三野工務店 2,180 1,942 1,942 89.0 H27/1/9

～３/31

12/25 寺田線（1 工区）舗装修繕工事 算所・
明石 ４者 金下建設㈱ 4,639 3,995 3,995 86.1 H27/1/10

～３/27

12/25 三河内明石線舗装修繕（その３）
工事

三河内 ４者 浅巻建設㈱ 5,935 5,111 5,111 86.1 H27/1/9
～ 3/27

12/25 四辻岩屋線舗装本復旧（その１）
工事

幾地・
四辻 ４者 金下建設㈱ 6,662 5,736 5,736 86.1 H27/1/10

～３/27

12/25 統合簡水加悦上水道舗装
復旧工事 香河 ４者 金下建設㈱ 10,065 8,676 8,676 86.2 H27/1/10

～３/25

 12   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

14
河
川
の
水
質
調
査

　
町
で
は
、
年
に
一
度
町
内
を
流

れ
る
河
川
の
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
検
査
結
果
は
、
河
川
の

汚
れ
の
程
度
を
表
す
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）」
で

示
し
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
微
生

物
が
水
中
の
汚
濁
物
質
を
分
解
す

る
た
め
に
必
要
と
す
る
酸
素
の
量

で
、
値
が
大
き
い
ほ
ど
水
質
汚
濁

が
著
し
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
検
査
結
果
で

は
、
奥
山
川
・
亀
山
川
以
外
の
河

川
で「
Ｎ
Ｄ（
定
量
下
限
値
未
満
）」

と
、良
好
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、

基
準
の
２・
０
を
超
え
る
河
川
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
奥
山
川
・
亀
山
川
は
、
表
の
と

お
り
今
回
も
過
去
の
結
果
も
比
較

的
高
い
数
値
で
す
が
、
徐
々
に
改

善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
全
体
的
に
高

い
数
値
の
結
果
が
出
て
い
ま
す

が
、
24
年
度
以
降
は
下
降
傾
向
に

あ
り
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

阿
蘇
海
の
浄
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み

　
阿
蘇
海
の
周
辺
地
域
で
は
、
美

し
い
阿
蘇
海
を
取
り
戻
そ
う
と
地

広
い
分
野
の
団
体
が

集
ま
り
立
ち
上
げ
た

「
阿
蘇
海
環
境
づ
く

り
協
働
会
議
」で
は
、

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
、
浅
水
代

か
き
（
田
ん
ぼ
の
代

か
き
時
の
水
量
を
必

要
最
小
限
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
代
か
き

後
の
落
水
を
必
要
と

せ
ず
、
肥
料
等
の
流

出
が
抑
制
さ
れ
る
）

の
実
演
会
等
を
開
催
し
て
そ
の
普

及
を
図
る
な
ど
、
各
組
織
で
連
携

を
強
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
天
ぷ
ら
油
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
丹
後
の

自
然
を
守
る
会
に
賛
同
し
、
役
場

の
各
庁
舎
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
大
さ
じ
１
杯
の

天
ぷ
ら
油
を
下
水
に
流
す
と
す
る

と
、
浴
槽
10
杯
分
以
上
の
水
で
薄

め
な
け
れ
ば
魚
が
住
め
る
水
質
に

戻
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
設
置
場
所
は
各
庁
舎
・

幾
地
公
民
館
・
旧
後
野
公
民
館
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
ボ
ッ
ク
ス
は

野
田
川
庁
舎
・
本
庁
舎
に
あ
り
ま

す
。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

町内河川の水質はほぼ良好
平成 26 年度河川水質調査結果

採取場所 18 年度 24 年度 25 年度 26 年度

奥山川 1.4 1.2 0.5 0.6

岩屋川 1.1 1.3 0.6 N D

水戸川 0.7 0.5 N D N D

香河川 0.7 0.9 N D N D

堂谷橋 0.8 0.9 0.6 N D

大江山橋 0.5 0.6 N D N D

三村橋 0.7 0.7 N D N D

岩滝橋 0.7 0.8 N D N D

滝川 N D 0.5 N D N D

温江川 0.6 0.8 0.5 N D

加悦奥川 0.6 0.9 N D N D

亀山川 1.4 2.1 1.5 0.9

三田川 0.6 0.9 N D N D

男山川 0.7 0.5 N D N D

町内各河川のＢＯＤ値経年変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mg/ℓ）

域
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
つ
な

が
り
に
く
く
、
地
域
住
民
や
関
係

団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
総

合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
19
年
に
京
都
府
、宮
津
市
、

与
謝
野
町
を
は
じ
め
有
識
者
や
自

治
会
な
ど
阿
蘇
海
を
取
り
巻
く
幅

ペットボトル専用

野田川庁舎・本庁舎に設置

各庁舎・幾地公民

館・旧後野公民館

に設置

●使用時間

８時 30 分～ 17 時

きれいな河川を維持しましょう

※ＮＤ（定量下限値未満）

　
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
仕

事
や
家
庭
生
活
、
地
域
活
動
、
余
暇
活

動
等
に
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
の
余
暇
時
間
は

先
進
諸
国
の
中
で
も
短
く
、
労
働
時
間

が
長
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間

労
働
が
常
態
化
す
る
と
、
仕
事
以
外
の

生
き
が
い
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま

す
。

　
多
く
の
女
性
は
、
子
育
て
と
家
事
や

家
業
に
忙
し
く
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機

会
を
持
ち
づ
ら
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
男
性
は
仕
事
中
心
の
生
活
に

な
り
が
ち
で
、
自
ら
進
ん
で
余
暇
活
動

を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
多
く
、
定

年
と
と
も
に
生
き
が
い
を
見
出
せ
な
い

状
態
に
陥
る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
寿
社
会
の
今
、
男
女
を

問
わ
ず
す
べ
て
の
人
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
生
き
が
い
の
持
て
る
社
会
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
町
で
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
・
創
作
活
動
に
対
す
る
公
共

施
設
の
提
供
な
ど
、
町
内
の
公
民
館
や

図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
活
用
し

た
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
に
偏
り
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
多
く
の
住
民
が
こ
れ
ら
の
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
、
自
分
に
合
っ
た
生
き

が
い
活
動
を
見
つ
け
る
と
と
も
に
、
仲

間
作
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
住
民
と
行
政
が
協
同
し
て
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
た
り
、
趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
続
け
た
り
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

私
た
ち
住
民
の

取
り
組
み

～
男
女
共
同
参
画
計
画

　
〈
後
期
施
策
〉
よ
り
～

・
積
極
的
に
生
き
が
い
を
見
出
そ
う
。

・自
分
を
高
め
る
た
め
、生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
の
姿
勢
を
持
と
う
。

・
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
そ
う
。

・
技
能
や
経
験
を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
よ
う
。

問 企画財政課 ☎ 46-3084シリーズ⑨ すすめよう！男女共同参画
生きがいあふれる暮らしづくり

ボックスの蓋

を上げて、天

ぷら油を流し

てください。

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
3/2（月）まで

国民健康保険税　第 9 期
介 護 保 険 料　第 9 期
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サ
は
桑
の
葉
を
パ
ウ
ダ
ー
状
に

し
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
栄
養
素
を

加
え
た
人
工
飼
料
を
与
え
る
と

い
う
。
約
25
日
で
体
長
が
９
㎝

ほ
ど
に
な
り
、
繭
と
な
る
。

　
そ
し
て
今
回
の
飼
育
の
際
に

は
、
障
害
者
就
労
支
援
を
行
う

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ら
い

（
加
悦
）
の
施
設
利
用
者
の
方

と
協
働
で
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
柴
田
さ
ん
は
「
今
後

安
定
し
た
養
蚕
が
確
立
で
き
れ

ば
、
で
き
た
糸
を
手
機
織
り
機

で
織
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
」
と
就

労
支
援
に
も
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
な
る
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
養
蚕
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
コ
ス
ト
の
問
題
だ
と

　
丹
後
織
物
青
年
協
議
会
は
養

蚕
の
復
活
を
目
指
し
た
活
動
を

町
内
施
設
で
さ
れ
て
い
る
。
今

回
は
養
蚕
に
つ
い
て
同
協
議
会

代
表
の
柴し

ば
田た

祐ゆ
う

史じ

さ
ん
（
三
河

内
）
に
話
を
伺
っ
た
。

　
柴
田
さ
ん
は
、
同
地
区
で
織

物
業
（
柴
田
織
物
）
を
営
み
な

が
ら
、
丹
後
織
物
青
年
協
議
会

の
代
表
を
務
め
て
い
る
。

　
丹
後
織
物
青
年
協
議
会
と
は

２
０
０
８
年
に
、
与
謝
野
町
と

京
丹
後
市
の
若
手
織
物
業
者
で

組
織
さ
れ
た
協
議
会
で
あ
る
。

　
養
蚕
を
始
め
た
の
は
２
０
１

１
年
。
当
時
丹
後
織
物
青
年
協

議
会
で
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
・

織
物
産
業
活
性
化
に
向
け
て
、

「
み
ん
な
で
何
か
一
つ
の
方
向

性
を
決
め
よ
う
」
と
、
打
ち
合

わ
せ
や
、
勉
強
会
を
重
ね
て
い

た
。
そ
こ
で
出
た
意
見
が
「
養

蚕
」
で
あ
り
、「
丹
後
産
の
糸

で
丹
後
産
の
着
物
を
作
ろ
う
」

「
丹
後
ち
り
め
ん
の
ブ
ラ
ン
ド

力
も
高
め
ら
れ
る
の
で
は
」
と

い
う
声
が
挙
が
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
「
自
分
た
ち
は
、
織

物
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
は

養
蚕
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と

も
多
い
、
一
か
ら
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

も
あ
る
」
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

　
昨
年
11
月
末
に
始
め
た
養
蚕

は
、
初
め
て
取
り
組
ん
で
か
ら

４
回
目
と
な
っ
た
。
長
野
県
か

ら
蚕
の
卵
を
１
万
５
千
個
を
購

入
し
、
与
謝
野
町
算
所
に
あ
る

「
全
齢
人
工
飼
料
育
室
試
験
場
」

で
行
っ
た
。
飼
育
方
法
は
、
室

温
を
26
℃
～
30
℃
に
保
ち
、
エ

養
蚕
の
復
活
へ

連
携
に
よ
る
就
労
の
場
の
創
出
も

純
丹
後
産
の
着
物
を
目
指
し
て

上／飼育中の

蚕の様子

右／繭になっ

た 様 子（ 写

真：柴田さん

提供）

まちの話題

     ワイド

い
う
。
１
万
５
千
頭
の
蚕
か
ら

で
き
る
着
物
は
４
着
ほ
ど
。
し

か
し
「
４
回
の
経
験
か
ら
効
率

よ
く
養
蚕
が
で
き
る
ア
イ
デ
ィ

ア
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
」
と

今
後
の
展
開
も
話
し
て
く
れ
た
。

　
さ
ら
に
地
元
小
学
校
児
童
た

ち
に
施
設
見
学
の
場
を
設
け
る

な
ど
、「
与
謝
野
町
の
皆
さ
ん

に
も
っ
と
丹
後
ち
り
め
ん
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
話
し
、「
与
謝
野
町

か
ら
世
界
へ
発
信
で
き
る
物
に

し
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る

目
標
を
口
に
し
た
。

　
伝
統
産
業
「
織
物
業
」
の
活

性
化
、
新
た
な
就
労
機
会
の
創

出
な
ど
、
今
後
の
活
動
に
注
目

が
集
ま
る
。

柴田さん（写真右）と特定非営利活動法人みらいの施設利用者の方による作業風景（写真：柴田さん提供）


